
（別紙３）

〜 R7年2⽉20⽇

（対象者数） 15 （回答者数） 8

〜 R7年2⽉20⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
専門職が配置されており今後研修などに参加することで一層
の支援工場につとめる。

2
職員間での定例会議を開き全体で楽しめるように計画してい
く。

3 各関係機関との連携を密にとり今後も支援していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
将来的な養護学校の移転に伴い事業所も移転予定のため移転
時に考慮してきたい。

2

3

○事業所名 重症心身障がい児デイサービスmoreすまいる（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 R7年2⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

R7年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ R7年2⽉25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流が不⾜している。 場所的にも交流を⾏える地域ではないため。

マンツーマンで支援できている。 定員５名に対し１体1の支援ができている。

季節ごとの製作やレクレーションの実施ができている。
製作物の作成や季節を感じることができるようにお出かけす
ることで充実した⽇々を過ごせるように毎⽇の計画をたてて
いる。

専門職を配置しているので療育・看護・機能訓練が充実して
おり安心して過ごすことができる。

専門職を⼈員配置基準以上に配置しており利⽤者が安心・安
全に過ごせるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


